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６ 基金の状況 

（１） 一般会計の基金 

一般会計基金の残高は表27、図42 のとおり、前年度に比べ35 億円減の125 億円となる見込みで

す。市民１人あたりの残高にすると、27 万円となります。（人口は、H27.1.1 現在人口46,245 人） 

一般会計基金残高は、員弁土地開発公社への貸付のため庁舎建設基金を8 億4 千万円取り崩すことや

市債管理基金を6 億円取り崩すこと、財源調整のため財政調整基金を19 億7 千万円取り崩すこととし

たため、35 億円の減となる見込みです。 

財政調整基金の残高は、39 億円となる見込みです。今後は交付税の縮減措置に伴う一般財源の減少に

対応するため、残高は減少していくと予想しています。 

市債管理基金の残高は、26 億円となる見込みです。合併特例債の償還に対応するため、取り崩しを行

います。 

なお、財政調整基金の推移は図43 をご覧ください。 

 

表27　一般会計基金の状況 （単位：千円）

平成２７年度末 平成２７年度末

残 高 見 込 残 高 見 込

財 政 調 整 基 金 3,903,280 市 営 住 宅 整 備 基 金 16,873

市 債 管 理 基 金 2,638,446 災 害 対 策 基 金 100,051

地 域 福 祉 基 金 738,222 庁 舎 建 設 基 金 2,165,555

地 域 振 興 基 金 2,653,313
みえ森と緑の県民税市町

交 付 金 基 金
4,117

あじさいクリーンセン
タ ー 管 理 基 金

101,395
国民健康保険高額療養費

貸 付 基 金
15,000

育 英 基 金 11,508
ツアー・オブ・ジャパン
い な べ ス テ ー ジ 基 金

0

ア ジ ア ま な び や
基 金

34,004 農 業 公 園 整 備 基 金 138,994

物 づ く り ・ 発 明
支 援 基 金

15,368 合 計 12,536,126

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。

基　金　名 基　金　名
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図42　一般会計基金の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。

図43　財政調整基金の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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財政調整基金・・・ 災害や急激な景気後退などの不測の支出や減収に備えるとともに、年度間におけ

る財源の不均衡を調整するための基金です。 
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（２）特別会計の基金 

特別会計基金の残高は、表28、図44のとおり前年度に比べ15万円減の87万円となる見込みです。

市民１人当たりの残高にすると、19 円となります。（人口は、H27.1.1 現在人口46,245 人） 

介護給付費準備基金は、給付費の増に対応するため平成26 年度にほぼ全額取崩しを予定しており、平

成25 年度から8 千万円の減額となっています。 

国民健康保険給付等支払基金、下水道事業基金に大きな変動はありません。 

なお、農業公園事業は、特別会計が廃止され、地方債残高は一般会計に編入されています。 

 

表28　特別会計基金の状況 （単位：千円）

平成２７年度末

残 高 見 込

国民健康保険給付
等 支 払 基 金

467

介 護 給 付 費
準 備 基 金

150

下 水 道 事 業 基 金 253

合 計 870

注）表示単位未満四捨五入のため、計算が合わない場合があります。

図44　特別会計基金の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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（３）全会計の基金 

全会計基金の残高は、図45 のとおり、前年度に比べ35 億円減の125 億円となる見込みです。市民

１人当たりの残高にすると、27 万円となります。（人口は、H27.1.1 現在人口46,245 人） 

 

図45　全会計基金の推移

注）平成25年度までは実績、平成26・27年度は年度末の見込みです。
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